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　永年勤続優良従業員表彰伝達式がメ
ディアージュ愛知において行われまし
た。この制度は、同一事業所に一定期
間以上勤務し、優秀な成績を上げた従
業員を表彰し、勤労意欲の向上を図る
ものです。伝達式では、木野瀬吉孝理
事長より各表彰者事業所を代表し、細
井俊男新日本印刷㈱社長に手渡されま
した。11月１日に各事業所において表彰
式が行われました。
　【愛知県知事表彰】
　▼清水義郎、坂野寿丈、宮島知希
（共生印刷㈱）、▼山口達士、伊藤弘
達、杉山誠、保科信二、浅井俊輝（中
日本印刷㈱）、▼田中信次、佐藤敏光、
加藤優、横井浩二、藤井清正、早坂剛
（長苗印刷㈱）、▼安井基一郎（㈱昭
栄社印刷所）、▼中須賀啓（半田中央
印刷㈱）、▼鈴木隆弘（プリ・テック㈱）、
▼内田美保（㈱ヨシノ印刷）、▼永谷
房敏、伊藤基晃、尾崎正幸（あいち印
刷㈱）、▼加藤正幸、宮津暁（㈱エム
アイシーグループ）、▼壁谷伸起（㈱
コーセー社）　
　【全印工連／愛印工組理事長表彰】
　▼澤崎昌代（昭和印刷㈱）、▼宮崎
泰宏、広瀬大輔（名鉄局印刷㈱）、▼

服部千穂子、小柳毅（菱源㈱）、▼谷
田一樹、河野裕二、神宮司博基（共
生印刷㈱）、▼土井義仁、度會大地郎、
竹腰俊彦、藤田豊士（中日本印刷㈱）、
▼後岡康太、福岡修一（鬼頭印刷㈱）、
岩渕拓巳（㈱鈴活印刷）、▼長屋覚、
西尾英浩、藤本智、加藤泰敏（長苗印
刷㈱）、▼河合達郎、森田妙子（㈱一
誠社）、▼飯田貴司、佐久間千彦、竹
内進也、関谷実佐（新日本印刷㈱）、
▼判治康治、安田延勲（プリ・テック
㈱）、▼岡田孝治、白井隼樹（三井堂
㈱）、竹内茂、杉浦吉紀（あいち印刷
㈱）、▼鈴木正喜、中條泉、大高徳康、
竹尾金尚、杉本博俊、山崎幸見、日尾
野勝（東名印刷㈱）、▼辻克典（㈱エ
ムアイシーグループ）、▼荒木弘、野
尻嘉敬（㈱奉仕堂印刷）　 　(敬称略)

　■「印刷機の予防保全セミナー」
　教育委員会と㈱小森コーポレー
ション共催により10月６日９時30分
よりウインクあいちにおいて、「印
刷機の予防保全セミナー」が開催さ
れ30社88名が参加しました。講師に
は、予防保全の重要性について永年
にわたり啓蒙活動を続けている小森
コーポレーションの川名茂樹予防保
全チーフアドバイザーが務めました。
　■「見える化による収益改善への
過程と事例発表」
　教育委員会主催により10月17日午
後６時よりメディアージュ愛知にお
いて、「見える化による収益改善へ
の過程と事例発表～社員全員に「個
人事業主意識」を～」が開催されま
した。講師は、佐竹一郎全印工連教
育・研修委員会委員長が務めました。
佐竹講師は、「社内業務の見える化

　■第３回ポスターグランプリも無
事終えることができました。今回も各
TV局からの取材もあり、回を重ねる
ごとに注目度が増してきています。来
年から石川・富山の両工組も加わる予
定ですので、さらに活気あるポスター
グランプリになるものと思われます。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　そんなタイトルを書きながら、Wikipediaで

グーテンベルグを検索してみた。

　もともとは金属加工職人ということで、1445

年までに活版印刷技術を考案し、自ら印刷業、

印刷物出版業を立ち上げたと書いてある。

　しかし、印刷出版業は共同創業者に裁判で負

けて、印刷機と活字、印刷中の聖書などが全部

とられ失敗したようである。開発することと商

売とは違うということをつくづく思い知らされる。

　そんな600年以上続いたインキをローラーで

練り込んで版に転写して刷るというシステムが、

いよいよ終わりをつげようとしていると思うの

は僕だけではないだろう。

　写植版下がなくなり、フィルムがなくなり、

次になくなるのは印刷版であろうということは

当然だと思う。これからの10年、この無版印

刷がどのように進行していくか、私たち（印刷

会社、印刷機械メーカー、印刷資材商社等）が、

これからどう対応して行くかが需要な時代に突

入したのではないだろうか。

　PressからPrintへ。こんな言葉が頭の中によ

ぎる今日この頃である。

〈補筆〉
　参考までに、Wikipediaに記されているグーテンベル
グの功績について紹介してみる。

　1455年に初めて旧約・新約聖書（ラテン語版）つ
まり『グーテンベルク聖書』を印刷したことで有名
である。
　グーテンベルクの発明した「印刷」という概念と
方法は、当時の一般的な手書きでの「書き写し」と
いう出版方法を即座に忘れさせ、活版印刷機は急速

にヨーロッパ各地に普及した。
　そのため、大量の印刷物を生み出し、ルネサンス
期における知識・情報伝播の速度を飛躍的に加速さ
せることに貢献した。
　印刷技術は羅針盤、火薬とともに「ルネサンス三
大発明」の一つにあげられる。
　「活版印刷の発明者」としてグーテンベルクは現
在でも人気があり、1999年にA&E ネットワークが
選定した「紀元1000年代の人」ランキングで１位に
選ばれているほどである。

「さようならグーテンベルク!!」

マーケティング委員会委員長　鬼頭　則夫

事務局だより

■永年勤続優良従業員表彰

　愛知県知事表彰（勤続15年以上）
24名・10社、全印工連／愛印工組理
事長表彰（勤続10年以上）41名・16社

〈今月のセミナー開催〉

　訃報

　■サカイ印刷㈱酒井祥宏社長のご
子息酒井宏紀様が10月14日ご逝去さ
れました。告別式は、10月17日西区平
安会館「浄心斎場」で執り行われまし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。

労働保険は労災保険と雇用保険とを総称した名称です。
事業主の皆さん、労働者（パートタイマー・アルバイトを含む）を
一人でも雇用していれば、業種・規模の如何を問わず、労働
保険の適用事業となり、事業主は加入手続きを行なわなけれ
ばなりません（農林水産の一部の事業は除きます）。

加入手続きのご相談は
愛知労働局労働保険適用・事務組合課
TEL052-219-5503
最寄の労働基準監督署、公共職業安定所にお尋ね下さい。

思わぬ労災  予期せぬ失業
　　しっかりサポート労働保険

厚生労働省では、11月1日から11月30日までを

「労働保険適用促進強化期間」
と定めています。

により、社員一人一人に個人事業主
意識を持たせることがキーワードに
なる」と指摘。また、「見える化を
実践していくには無駄を省いていく
ことが第一だ」と述べました。



　愛印工組の労務・新人教育委員会（酒井良輔委
員長）では、恒例の「従業員・家族合同レクリエー
ション大会」を９月30日開催しました。今回は、静
岡県掛川市にある「掛川花鳥園」と焼津市の「焼津
さかなセンター」を訪れる日帰りバスツアーで、従
業員・家族ら200名が参加しました。
　名古屋、半田、岡崎、東三河各地から出発したバ
ス７台は、浜松サービスエリアで合流し、掛川花鳥
園に11時に到着。
　同園は、「花と生物のふれあい」をテーマにした

テーマパークになっており、咲き誇る花と、普段
触れることがない鳥たちと遊ぶことができるように
なっています。長屋門作りの入口を入るとペンギン
プールとおしどりの池があり、そこを過ぎると広大
な温室になり、天井から吊り下げられ咲き誇る素晴
らしい花々の大群が迎えてくれます。
　温室の広さは5,000㎡あり、花は、ほとんどがア
フリカ原産のもので、鉢に換算すると1,000鉢程度
が展示されているとのことです。花と共に、同園の
見ものが鷹やフクロウなどによるバードショーです。

イベント会場では、鷹匠体験やフクロウ、カワセミ、
カモなどを腕や肩に乗せたり、ペンギンとの記念撮
影など、順番待ちができるほど賑わいを見せていま
した。
　鳥とのふれあいと同時に楽しめたのが花の下での
食事です。一行には、バイキングによる昼食が用意
されており、同園自慢の和風料理の数々が用意され、
各々テーブルを囲んでのんびりとくつろいだ食事風
景が見られました。
　同園で楽しんだ後、焼津のさかなセンターに向か

いました。当初の予定では掛川城と城下町ウォーキ
ングが組み込まれていましたが、あいにく台風の影
響が出始めたため、こちらは急遽中止になりました。
　さかなセンターは、日本屈指といわれる焼津港で
水揚げされた海の幸をそっくりそのまま運び販売さ
れており鮮度は抜群。また、種類も豊富です。セン
ター内には70店舗が営業しており魚に関しては何で
もありです。
　一行は、思い思いにお土産を買い込み、早めの帰
名をしました。

－ 4 － － 5 －

満開の花の下で和風バイキングが楽しめる

園内での注意事項や報告を行う酒井委員長
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だり食事ができる
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　●うつ病は“心のガス欠状態”

　うつ病は増えています。また、かかりやすいタイ
プの人もいますが、誰でもかかる可能性がありま
す。自分は関係ないと思っていたら大間違いで、一
生涯のうち１回でも治療が必要となる人は、全人口
の15％あります。女性は20％、５人に１人です。女
性は、身体の内部環境（ホルモン）が大きく変化す
るからで、出産直後と更年期にかかりやすい兆候が
あります。一方、男性は自殺率が非常に高い。自殺
者32,000人のうち、23,000人が男性です。７割以上
が男性です。男性のうつ病は必ず自殺をケアしなく
てはなりません。
　症状には精神症状と身体症状があります。精神症
状は、抑うつ感、おっくう感、不安感です。おっく
う感は、普通にできていたことができなくなります。
気晴らしができなくなり、面白いことも笑えなくな
ります。
　身体症状では、腹痛、頭痛、下痢、目まいなどが
あります。こうした症状があったら、普通は内科に
いきます。ところが内科では気づかないで治療が遅
れます。体の症状の仮面をかぶった仮面うつ病とい
い、身体の調子が悪い状態がずっと続きます。普通

の治療では治りません。これはうつ病を疑います。
　そして、心の状態。心のエネルギーが枯渇した
状態ですから、食欲が低下、性欲が低下、眠れなく
なります。うつ病の睡眠障害は、初期は寝つきが悪
い場合もありますが、本格的になると早朝覚醒とな
ります。朝早く目が覚めますが、うつ病は、心のガ
ス欠状態ですから、目が覚めても起き上がれません。
２週間眠れなかったら、うつ病を疑わなくてはいけ
ません。
　治療は早く開始すれば、それだけ早く治ります。
必ず良くなります。ただし、再発が多く、50％が再
発します。再発を繰り返せば繰り返すほど、再発率
が高くなり、良くなったそれでおしまいという病気
ではありません。如何に同じ事をしないように防ぐ
かが、治療以上に大切です。特に職場では重要にな
ります。

　●新型うつ病

　うつ病の中でも最近は、新型うつ病が増えて
います。新型うつ病を診断する基準にアメリカの
DSM‐Ⅳがあります。現在、世界的にこの診断基
準でうつ病が診断されています。
　〈うつ病の診断基準（DSM-Ⅳ）〉
　①毎日、ほとんど一日中ずっと気分が沈んでいる
（憂うつ感）、②何に対しても興味がわかず、楽し
めない（おっくう感）、③食欲の減退があり体重も
減少した、④毎晩、寝つきが悪い、夜中や早朝に目
覚める、⑤動作や話が遅い、イライラしたり落ち着
かない、⑥疲れを感じ、気力がわかない、⑦自分は
価値がない、申し訳ないといつも感じる、⑧仕事や
家事に集中できない、決断ができない、⑨この世か
ら消えてしまいたいと思うことがある。
　上記の項目で①と②のどちらかの自覚症状があり、
全部で５つ以上が最低2週間続くとうつ病と診断さ
れます。つまり、自覚症状が揃えばうつ病と診断さ
れるわけです。
　従来型うつ病は心のガス欠状態です。バリバリや
りすぎて、すとんとガス欠になる。新型うつ病は、

怠けているのではないかと思っていると、調子が悪
い、調子が悪いといっていて、ある日突然うつ病の
診断書を持ってきます。これは若者に多く、急増し
ています。
　〈従来型のうつ病〉
　①40～50代の中高年に多い、②まじめで、几帳面
で、秩序を重んじる、③他人を気づかう、頼まれた
ら断れない、④完全主義で融通がきかない、⑤仕事
にとことん打ち込む、頑張りや、⑥うつ病になって
も認めたがらない、⑦自責の念が強い、⑧休養と抗
うつ薬が有効、すっきり治る（病み終える）、⑨叱
咤激励してはいけない。
　〈新型うつ病〉
　①20～30代の若者に多い、②出世より自由、仕
事より家庭を優先する、③自分で切り開くエネル
ギーに乏しい、④ノルマや人間関係で壁にぶつかっ
てうつ状態へ、⑤主な訴えは「やる気が起こらな
い」、⑥他罰的、他者（上司や同僚）、環境（職場
や仕事）を非難する、⑦うつ病の診断に協力的、休
むことへの罪悪感もない、⑧休養も、抗うつ薬もあ
まり有効でない、⑨いつまで経ってもすっきりよく
ならない、⑩時には叱咤激励も必要。

　●新型うつ病の急増

　日本経済が高度成長から安定成長へ変化し、多く
の人が仕事より私生活、社会より個人優先の価値観
をもつようになりました。一方、企業では即戦力を
求め、上司には指導する余裕がありません。こうし
た時代背景があって、その上で、成長過程では楽で
楽しいことがいっぱいあり、苦労して成し遂げた経
験がない若者が増えてきています。
　仕事には給料を貰うという直接的な報酬もあり、
辛い状態を乗り越えることによって自分が成長でき
る達成感、満足感、同僚との連帯感が味わえます。
こうした、目に見えない報酬があります。ところが、
若いときに苦労して成し遂げとげるという経験をし
ていませんので、苦しければ、逃げるというような
単純な行為にでます。挫折経験がなく、叱られない

で育っています、親も先生も叱りませんから友達感
覚です。ところが、会社に入ると縦の社会ですから、
上司の命令は絶対であり、これについてはいけませ
ん。そして、欲がなく、エネルギーに乏しい。
　何故こうなったのかといいますと、家庭や学校
が人格形成の場として機能していないからです。叱
られないと人間としてはまともに成長しません。ま
た、ゲーム、ネット、携帯電話の普及で、ナマの対
人関係能力が身についていません。メールをうって、
自分の思いが通じていると誤解しています。職場に
おいては、相手の顔色を見ながら、四苦八苦して自
分の思いを伝える必要があります。これが本当のコ
ミュニケーションですがこれができません。

　●上司としての若者対策

　〈普段の接し方（うつ病の発症予防）〉
　①プライドより能力が低いと割り切る＝自分は優
秀でやればできると思っているが、仕事が上手くい
かない。上手くいかないのは上司のせい、と考える。
　②なによりも信頼関係を築く＝そのためには適切
に誉め、目線を合わせ話す。
　③育てる気持ちで長い目を持って接する＝世話を
やくということである。中途半端な形で社会に出て
きたものを育てなおすという気持ちがないと上手く
いかない。
　④時に自立を促す方向で、厳しく対応する。
　〈「新型うつ病」になった時の対応〉
　①治療をしっかり受けさせる。必要であれば休ま
せる。
　②療養中の身勝手な行為は、改めるように指導す
る＝本人は当然の権利だと思っている。常識から
いって間違っているということを理屈で説明する。
　③療養中は本人に状況報告を義務付ける＝休ませ
ることは必要であるが、新型うつ病は、休ませると
生活が乱れて悪化する。
　④早い段階で親を巻き込む＝親は本人からしか情
報が入らないから、大きく誤解していることが多い。
　⑤叱咤激励も必要＝目安は睡眠状態で、ぐっすり
眠り、すっきり目覚めて、午前中元気で活動できる
状況であれば、叱咤激励も職場復帰も可能である。
　⑥本人の辞める意思があれば、無理に引き止めない。
　上記以外に、従来型うつ病と新型うつ病の両者の
特徴をあわせ持つハイブリッドうつや、主治医の前
では自分がいかにまじめで頑張り屋か、せつせつと
訴える従来型仮面もあります。これらの場合は、会
社、上司、主治医の連携が必要です。
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　●メンタルヘルス不調者

　従来型うつ病と新型うつ病がきれいに分かれるわ
けではありません。また、いろいろな病気があり、
原因をさかのぼる必要があります。職場では、診断
ではなく、原因を見つけることです。
　メンタルヘルス不調者の原因には、個人的要因
（人格の異常、執着気質、発達障害など）と、職場
要因（過重労働、パワハラ、仕事不適正など）があ
ります。その過程において、適応不全状態（職場に
適応できないことによって現れる不都合な現象）が
あります。例えば、パフォーマンスが落ちる、いろ
んな体調不良になる、あるいは、身体が悪くなる、
いろんな仕事でトラブルを起こすなど、こうした適

応不全状態を経て、病気と診断されますが、病気を
見ても解決方法は見えません。原因に遡って、職場
要因か、個人要因かを見極めて、対応方針を決めて、
関係者が連携することが重要になります。
　家族との関係では、家族へ早めに情報提供して協
力します。家族は最大の理解者であり支援者ですの
で、情報提供し誤解を防ぎます。本人からの情報だ
けでは家族は往々にして誤解をしています。そして、
家族も困難を抱えています。ご主人がうつ病になっ
て、ケアする奥さんがうつ病になるケースもありま
す。会社の人間が伺い、いろいろ説明して一緒に支
えていく。家庭が安定しないとよくはなりません。
　ただし、適切な距離を置きます。特に家庭問題が
不調の原因というケースがあります。その場合は、
支援は業務に支障のでない範囲に限ります。これを
踏み込みすぎますと、上司がうつ病になります。場
合によっては、協力しない家族があります。この場
合は、会社として、すべきことをしたという記録を
残しておきます。何が問題で家族に説明したら、家
族の反応はどうであったかなど、記録に残します。
場合によっては裁判沙汰にもなったりしますので、
記録を残すことを忘れないようにします。

　●職場復帰

　職場復帰にあたっては、繰り返さない心構えが重
要です。繰り返せば繰り返すほど、繰り返し易くな
ります。周囲がラストチャンスと覚悟して、本人に
その思いが伝わるようにします。繰り返さないため
には、十分に回復しているということと、原因が取
り除かれていることが大切で、職場が安心感を持っ
て迎えられるようにするのがポイントです。
　繰り返さない条件は、十分回復しているかどうか
です。通常の８割まで回復しているか確認します。
本人の訴えや主治医からではなく、職場として確認
します。確認する方法は、２週間の日常生活表を付

けさせ提出させます。内容は、起床時間、午前・午
後の活動、睡眠状態、復職への努力、仕事に対する
意欲を一覧表にして届けさせます。特に午前中の内
容と起床時間が重要です。そして、安全に一人で通
勤が可能か、定時出社できるか、これは絶対に譲っ
てはいけません。そして、指定時間内の業務が可能
か、最低限の業務遂行が可能かであるかです。
　復職した人、業務を続けながら治療している人
には、配慮はするけど遠慮はしません。職場は仕
事をするところで、病気を治すところではありませ
ん。仕事はきちんと与えて、そのパフォーマンスを
チェックします。
　また、原因が解決されているかの確認が重要です。
概略的にいうと、新型うつ病は個人要因。従来型う
つ病は職場要因と割り切って考えていいです。仕事
が忙しすぎた、場合によってはパワハラがあったと
か、職場要因で起こるのは従来型です。そうではな
くて、仕事は全然忙しくないという状況で、診断書
がでてくるのは新型です。従来型であれば、上司が
職場環境を整えたり、仕事内容を配慮すればよくな
ります。
　個人要因の場合が問題です。個人要因ですから、
当然個人の改善努力が必要ですが、自分一人の改善
努力には限界がありますので周囲がサポートします。
大事なことは、休業中から改善することです。休業
中に担当者がアドバイスしたり、上司がチェックし
て、努力を促すことが必要です。このことから職場
復帰は休業開始時点から始まると考えて取り組むこ
とが大切です。復帰という診断書がでてから慌てて
いては遅い。休業開始時点で職場要因か、個人要因
か見極めて、個人要因が強ければ、休んでいる間に
改善を促す方向に持っていかないと復職は成功しま
せん。
　そして、会社では役割分担をします。一人で抱え
込むには荷が重過ぎるからです。一人で抱え込むと

共倒れになります。ですから、丸投げ相談先を確保
します。治療の主体は、主治医と本人です。職場は
仕事をする所ですから、上司はまず仕事をさせるこ
とが一番です。ただし、安全配慮義務がありますの
で、再発防止に配慮しなくてはいけません。周囲は、
上司、本人を支えます。特に上司を支えることが重
要です。新型うつ病は、厳しく接する事が必要です
が、上司が厳しく接する役とフォローする役を兼ね
ることはかなり難しいです。現実的には、上司は厳
しい役に徹して、同じ職場の中にフォロー役を用意
しておきます。そして、緊密に連携をします。

　●メンタルヘルス対策の提案

　メンタルヘルス対策の提案として３つのことがあ
ります。
　①良好なコミュニケーションを整える＝話を聴く。
特に上司、立場の上の者が下の者の話を聴くことが
非常に重要です。これは一番身近な奥さんから始め
るとよいでしょう。
　②気づきを大切にする＝自分自身では、ストレス
をためやすい性格に気づく、おかれているストレス
状態に気づく、身体の異常に気づいて早めに対処す
る、そして、周囲は、異常に気づいて早期に声をか
けます。
　③職場全体のムードを盛り上げる＝メンタルヘル
ス対策は、生産性と安全に直結するものです。会社
として、職場として、取り組んで損はありません。
取り組まなければまずい状態になります。それこそ
臭い物に蓋をした状態では、いつか爆発します。地
道に取り組むためにはメタルヘルスは重要であると
いうムードが重要になります。
　そして、何よりも自分の心の健康が大切で、自分
の心が健康でなくては、同僚、部下の心の健康に気
づくことはできません。
　「心を健康に」。
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　表彰式は、司会者：岐阜印工大洞正和理事が務め、冒頭、
主催者を代表して挨拶に立った愛印工木野瀬理事長は、来賓、
審査委員、入賞者など参加者と協賛企業に感謝の意を表した
後、次のように述べました。
　「第３回の今年は、約300余点の応募がありました。作品
の入賞者を選ぶとき、一番気をつけたことは、そのポスター
から発信する力と私たちに伝える心でした。印刷とは何だろ
う、情報とは何だろう、と考えたとき、情報の情という字は
心であり、報という字は知らせる、つまり、伝える手段が印

　「近未来の『日本』へのメッセージ」をテーマに、「第３回ポ
スターグランプリ」（主催＝愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工
業組合、三重県印刷工業組合）の入賞者表彰式が、「ポスターグ
ランプリ展」開催中の11月21日午前10時30分より、愛知芸術
文化センター・アートスペースAで開催されました。
　表彰式には、主催組合関係者、入賞者、来賓、審査員など多
数が参加。グランプリ（最優秀賞）に輝いた渡邉美里さん（あい
ち造形デザイン専門学校）に、愛印工・木野瀬吉孝理事長より賞
状・副賞が授与されたほか、優秀賞、中部経済産業局長賞など、
各賞が受賞者に授与されました。

刷である、ということです。今回皆さんが出品された作品一
つ一つに心がありました。現在は、パソコンでデザインがで
きる時代です。しかし、いくらパソコンで優秀な作品ができ
たとしても、心が伝えられるデザインでなければ価値がない
のではないかと考えます。
　印刷業界が今後どのように変化していくのか、私にはわか
りません。ますます機器やソフトが進化してくるでしょうが、
そうした状況になっても必ずや皆さん方の力が必要になって
きます。これからも大いに研鑽に励んでいただきたい。
　本日もTV局から取材に見えています。メディアでも取り上
げられるようになり、注目度が増しております。今回は、愛
印工・岐阜印工・三重印工の３組合の主催ですが、来年度か
らは石川・富山の工業組合も加わり広域での開催になります。
来年以降も皆様方のご協力をお願いします」。
　次いで、審査にあたった審査委員各氏が紹介された後、表
彰式に移りました。
　第３回ポスターグランプリ（最優秀賞）には渡邉美里（あ
いち造形デザイン専門学校）さんが、また、優秀賞（大学
生・専門学校の部）では、伊藤友美（名古屋芸術大学）、恒

川恵里奈（名古屋コミュニケーションアート専門学校）、岡
山竣（日本デザイナー芸術学院）、優秀賞（高校生の部）で
は、竹谷成美（愛知県立瀬戸窯業高等学校）、関仁美（サン
デザイン専門学校）、川添美奈（岐阜県立岐阜各務野高等学
校）の皆さんが受賞しました。その他、各賞の受賞者氏名に
ついては10月号に掲載しておりますので参照して下さい。
　続いて、審査委員を代表し安藤清中部デザイン団体協議会
会長が挨拶に立ち、その中で、「中部地方はデザイン活動が
非常に活発で、ポスターグランプリのような場があることは、
ますますデザインへの関心が高まるものと思います。最優秀
賞に輝いた作品は無論、各賞を受賞された作品いずれもポス
ターとしての機能が充実し、素晴らしいの一言です」と賞賛
の言葉を贈りました。
　来賓として出席いただいた、中部経済産業局流通サービス
課彦坂謙二課長、愛知県産業労働部産業振興課丹羽和彦課長、
中日新聞社社会事業部村瀬隆治次長の紹介があり、代表して
彦坂課長が、「中部地方はものづくりが盛んです。ものづくり
を進める上で重要なのが付加価値を高めるためのデザインで
す。それには皆様の感性、想像力が必要です。
　今後も切磋琢磨され、活躍されることを期待しておりま
す」と祝辞を述べました。
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◎愛印工・岐阜印工・三重印工主催

第３回「ポスターグランプリ」表彰式
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
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◎愛印工・岐阜印工・三重印工主催
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ポスターグランプリ表彰式で主催者を代表し挨拶する木野瀬理事長

グランプリ（最優秀賞）を受賞した渡邉美里さんと木野瀬理事長

賑わいを見せるポスターグランプリ展示会場



　企業見学会開催にあたり木村委員長が次のように挨拶し
ました。「経営革新委員会事業の企業見学会に参加していた
だき、ありがとうございます。本日は長野の亜細亜印刷㈱様
への見学となります。日帰りバスでの企画となっております
ので、長時間の移動で、少々窮屈ではございますが、ご了承
下さい。この会社はご存知だと思いますが、第41回イギリ
ス・ロンドンで行われました技能五輪国際大会におきまして、
金メダルを取りました伊東真規子選手が勤務されている会社
です。伊東真規子選手にも講演していただく予定でおります
ので、楽しみにしてください」。
　亜細亜印刷㈱様に到着後、総務部・森山様より会社の概略
を説明していただきました。
　「弊社の代表取締役は藤森英夫です。設立は昭和38年６
月。本社・工場は長野市三輪荒屋1154ですが、その他に、
東京支店、関西事業部、沖縄事業部がございます。仕事は書

　愛印工組／経営革新委員会の平成24年度年度事
業としまして、亜細亜印刷㈱（本社・工場／長野市三
輪荒屋1154 TEL026-243-4858）様の企業見
学会を10月４日㈭に実施し、21社29名が参加し
ました。

籍印刷がメインで、専門書、法律書の仕事を多く手掛けてい
ます。社員数は80名。本社の他、東京と沖縄にも前工程の
電算システムを置いております。平成21年にグリーンプリ
ンティング認証を取得しております。平成23年に水無し印
刷に取り組みました。その両方を持っているのは長野県内で
は弊社だけでございます」。
　その後、３班に別れ印刷部、製版部、活版資料館への見学
会が始まりました。
　印刷現場におきましては、計3台の印刷機が並んでおり、
どの機械も非常に綺麗に整備されており、この環境で世界を
取れる印刷技術を学んだのだと改めて思いました。伊東真規
子選手は現在５年目のオペレーターとして活躍されてみえます。
　３台の印刷機のうち２台を水無し対応印刷機として使用さ
れています。また、電算・製版部には、今年９月にデジタル
プリンターが新たに導入され、小ロットへの対応もされてお

られます。
　電算写植に関しては２交代制にして、仕事を引き継ぐこと
により、納期への対応をされています。CTPも高速機の水有
りと水無しを持っていることにより、印刷部での版待ちをし
ない体制をとっておられます。
　活版資料館におきましては、歴史を感じさせる自動凸版印
刷機、手引き印刷機、活版印刷機等々が並んでおりました。
展示されています機械もまだ稼動できるものが多く、こちら
も現状の設備同様、メンテナンスがしっかりされており、会
社の体質を見せていただきました。
　見学会後、会議室にて細井副理事長より、「綺麗な工場も
拝見でき、資料館も見せて頂きまして有難うございます。藤
森社長、伊東真規子選手より講演をいただけるということで
楽しみにしております。技能五輪へ参加されるきっかけや、
どのように指導されたのか、お聞き出来れば有難いです」と
挨拶があり、続いて、藤森社長よりお話をお聞きしました。
　「当社の経営理念は“和”です。終戦から立ち直り、皆
で豊かになり食べて生きたいということで、仲間意識での
“和”という意味で作りました。経営方針は、毎期ごとに
行動指針として作ります。今期の51期は、次の３項目を軸
に活動しております。
　⑴ 和の精神を忘れずに、アジアブランドをさらに高めてい
こう。
　⑵ 謙虚な気持ちを忘れずに、何事にも感謝しよう。
　⑶ 夢に向かって知恵を絞ろう。
　また、技能五輪への参加理由については、「伊東は、印刷
機を動かすことや、このトラブルにはこうしたら良いという
のは非常に勉強している。
　今の若い人の勉強の貪欲さは凄い。ただ、根本的な印刷機
の基本をあまり知らないため、印刷機の歴史、仕組み、どう
やって機械ができているか等々をもっと勉強し、品質の向上、
応用を勉強してほしいと考え、さまざまな意味もあり、一次
試験が印刷技能検定の２級レベルの筆記試験があるため勉強
には良いだろうとの想いから応募したのがきっかけです」と
述べられました。
　続いて、伊東真規子選手から、「一次試験は６名中５位で
したが、二次試験において１位で通過したことにより、五輪

に参加することが出来ました。五輪前に３ヶ月の訓練があり
ましたが、なかなか今までの自分のやり方では駄目で、悩ん
だ期間もありました。色々な方からのアドバイスにより自信
がつき大会に進むことが出来ました。４日間の大会でしたが、
１日１日が直ぐ終わり、あっという間の大会ではありました
が、ご指導いただいた多くの皆様のおかげで、金メダルとい
う最高の結果で終えることができて良かったです」との心境
を聴くことができました。
　今後の活動として、「もっとこれからの若い方に技能五輪
を知ってもらえるよう広めたい」といわれていました。
　その後、質疑応答があり、最後に経営革新委員会の山田委
員より感謝の言葉を述べて亜細亜印刷㈱様の見学会を終了し
ました。
　帰路のバス車内で、参加者による見学会の感想等の発表会
を行ないました。各自、担当業務の目線で見学しており、参
考になった点もそれぞれでしたが、共通していた点は、工場
と機械等の設備の美しさでした。
　片道４時間30分という遠方への訪問でしたが、大変有意
義な企業見学会となりました。

　（文・写真／経営革新委員北村英一）

　愛知県中小企業団体中央会では、永年組合への功績
があったとし組合功労者表彰を行い、細井俊男（新日
本印刷㈱）、鳥原久資（㈱マルワ）、斉藤和男（㈾三州
印刷）の３氏に、中央会会長表彰が授与されました。

－ 12 － － 13 －

平成24年度・経営革新委員会事業

亜細亜印刷㈱見学会
工場と機械の美しさに驚嘆！

愛知県中央会会長表彰

亜細亜印刷㈱藤森社長（左）、伊東さん（中）、細井副理事長（右） 会議室での愛印工組一向

亜細亜印刷㈱玄関での記念写真

写真は細井俊男副理事長 写真は鳥原久資副理事長
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　永年勤続優良従業員表彰伝達式がメ
ディアージュ愛知において行われまし
た。この制度は、同一事業所に一定期
間以上勤務し、優秀な成績を上げた従
業員を表彰し、勤労意欲の向上を図る
ものです。伝達式では、木野瀬吉孝理
事長より各表彰者事業所を代表し、細
井俊男新日本印刷㈱社長に手渡されま
した。11月１日に各事業所において表彰
式が行われました。
　【愛知県知事表彰】
　▼清水義郎、坂野寿丈、宮島知希
（共生印刷㈱）、▼山口達士、伊藤弘
達、杉山誠、保科信二、浅井俊輝（中
日本印刷㈱）、▼田中信次、佐藤敏光、
加藤優、横井浩二、藤井清正、早坂剛
（長苗印刷㈱）、▼安井基一郎（㈱昭
栄社印刷所）、▼中須賀啓（半田中央
印刷㈱）、▼鈴木隆弘（プリ・テック㈱）、
▼内田美保（㈱ヨシノ印刷）、▼永谷
房敏、伊藤基晃、尾崎正幸（あいち印
刷㈱）、▼加藤正幸、宮津暁（㈱エム
アイシーグループ）、▼壁谷伸起（㈱
コーセー社）　
　【全印工連／愛印工組理事長表彰】
　▼澤崎昌代（昭和印刷㈱）、▼宮崎
泰宏、広瀬大輔（名鉄局印刷㈱）、▼

服部千穂子、小柳毅（菱源㈱）、▼谷
田一樹、河野裕二、神宮司博基（共
生印刷㈱）、▼土井義仁、度會大地郎、
竹腰俊彦、藤田豊士（中日本印刷㈱）、
▼後岡康太、福岡修一（鬼頭印刷㈱）、
岩渕拓巳（㈱鈴活印刷）、▼長屋覚、
西尾英浩、藤本智、加藤泰敏（長苗印
刷㈱）、▼河合達郎、森田妙子（㈱一
誠社）、▼飯田貴司、佐久間千彦、竹
内進也、関谷実佐（新日本印刷㈱）、
▼判治康治、安田延勲（プリ・テック
㈱）、▼岡田孝治、白井隼樹（三井堂
㈱）、竹内茂、杉浦吉紀（あいち印刷
㈱）、▼鈴木正喜、中條泉、大高徳康、
竹尾金尚、杉本博俊、山崎幸見、日尾
野勝（東名印刷㈱）、▼辻克典（㈱エ
ムアイシーグループ）、▼荒木弘、野
尻嘉敬（㈱奉仕堂印刷）　 　(敬称略)

　■「印刷機の予防保全セミナー」
　教育委員会と㈱小森コーポレー
ション共催により10月６日９時30分
よりウインクあいちにおいて、「印
刷機の予防保全セミナー」が開催さ
れ30社88名が参加しました。講師に
は、予防保全の重要性について永年
にわたり啓蒙活動を続けている小森
コーポレーションの川名茂樹予防保
全チーフアドバイザーが務めました。
　■「見える化による収益改善への
過程と事例発表」
　教育委員会主催により10月17日午
後６時よりメディアージュ愛知にお
いて、「見える化による収益改善へ
の過程と事例発表～社員全員に「個
人事業主意識」を～」が開催されま
した。講師は、佐竹一郎全印工連教
育・研修委員会委員長が務めました。
佐竹講師は、「社内業務の見える化

　■第３回ポスターグランプリも無
事終えることができました。今回も各
TV局からの取材もあり、回を重ねる
ごとに注目度が増してきています。来
年から石川・富山の両工組も加わる予
定ですので、さらに活気あるポスター
グランプリになるものと思われます。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　そんなタイトルを書きながら、Wikipediaで

グーテンベルグを検索してみた。

　もともとは金属加工職人ということで、1445

年までに活版印刷技術を考案し、自ら印刷業、

印刷物出版業を立ち上げたと書いてある。

　しかし、印刷出版業は共同創業者に裁判で負

けて、印刷機と活字、印刷中の聖書などが全部

とられ失敗したようである。開発することと商

売とは違うということをつくづく思い知らされる。

　そんな600年以上続いたインキをローラーで

練り込んで版に転写して刷るというシステムが、

いよいよ終わりをつげようとしていると思うの

は僕だけではないだろう。

　写植版下がなくなり、フィルムがなくなり、

次になくなるのは印刷版であろうということは

当然だと思う。これからの10年、この無版印

刷がどのように進行していくか、私たち（印刷

会社、印刷機械メーカー、印刷資材商社等）が、

これからどう対応して行くかが需要な時代に突

入したのではないだろうか。

　PressからPrintへ。こんな言葉が頭の中によ

ぎる今日この頃である。

〈補筆〉
　参考までに、Wikipediaに記されているグーテンベル
グの功績について紹介してみる。

　1455年に初めて旧約・新約聖書（ラテン語版）つ
まり『グーテンベルク聖書』を印刷したことで有名
である。
　グーテンベルクの発明した「印刷」という概念と
方法は、当時の一般的な手書きでの「書き写し」と
いう出版方法を即座に忘れさせ、活版印刷機は急速

にヨーロッパ各地に普及した。
　そのため、大量の印刷物を生み出し、ルネサンス
期における知識・情報伝播の速度を飛躍的に加速さ
せることに貢献した。
　印刷技術は羅針盤、火薬とともに「ルネサンス三
大発明」の一つにあげられる。
　「活版印刷の発明者」としてグーテンベルクは現
在でも人気があり、1999年にA&E ネットワークが
選定した「紀元1000年代の人」ランキングで１位に
選ばれているほどである。

「さようならグーテンベルク!!」

マーケティング委員会委員長　鬼頭　則夫

事務局だより

■永年勤続優良従業員表彰

　愛知県知事表彰（勤続15年以上）
24名・10社、全印工連／愛印工組理
事長表彰（勤続10年以上）41名・16社

〈今月のセミナー開催〉

　訃報

　■サカイ印刷㈱酒井祥宏社長のご
子息酒井宏紀様が10月14日ご逝去さ
れました。告別式は、10月17日西区平
安会館「浄心斎場」で執り行われまし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。

労働保険は労災保険と雇用保険とを総称した名称です。
事業主の皆さん、労働者（パートタイマー・アルバイトを含む）を
一人でも雇用していれば、業種・規模の如何を問わず、労働
保険の適用事業となり、事業主は加入手続きを行なわなけれ
ばなりません（農林水産の一部の事業は除きます）。

加入手続きのご相談は
愛知労働局労働保険適用・事務組合課
TEL052-219-5503
最寄の労働基準監督署、公共職業安定所にお尋ね下さい。

思わぬ労災  予期せぬ失業
　　しっかりサポート労働保険

厚生労働省では、11月1日から11月30日までを

「労働保険適用促進強化期間」
と定めています。

により、社員一人一人に個人事業主
意識を持たせることがキーワードに
なる」と指摘。また、「見える化を
実践していくには無駄を省いていく
ことが第一だ」と述べました。
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